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コロナ禍の長期化やウクライナ情勢に伴う原油価格・物価
高騰等の影響を受け、生活に困っている方々や府内中小事
業者への緊急支援を実施。

その上で、２期目をスタートさせる肉付け補正として、誰も
が未来に夢や希望をもてる「あたたかい京都づくり」を、府民
との信頼関係の下、オール京都で連携しながら進めるため
に必要な予算を計上する。
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予算編成の基本方針

Ⅰ 原油・物価高騰等に対する緊急対策

Ⅱ あたたかい京都づくりの始動



補正予算の施策体系

（１） 感染症対策の強化と医療・福祉基盤の充実

（３） 子育て環境日本一・京都の実現

（５） 未来を拓く産業づくり

Ⅰ 原油・物価高騰等に対する緊急対策

Ⅱ あたたかい京都づくりの始動

（２） 防災・減災、防犯対策の強化

府民の命と健康を守り抜く安心の京都の構築

子育てにやさしく誰もが温もりを感じられる京都の実現

（４） 府民の暮らしを温める共生社会づくり

夢（ゆめ）や希望にあふれる魅力と活力の京都の創造

（６） 文化首都･京都の発信強化
（７） 環境との共生
（８） 魅力ある地域づくり
（９） 地域の成長・交流・暮らしを支える基盤整備
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Ⅰ 原油・物価高騰等に対する緊急対策



4

物価高騰対策緊急生活支援事業費 266百万円

新 生活困窮者自立支援強化事業費 4百万円

生活困窮世帯や大学生等に対する生活緊急支援

・ 社会福祉協議会、こどもの居場所等を通じて、食料品や生活必需品を配布

・ 大学等が実施する学生生活支援（学生食堂での割引等）の取組を支援

生活困窮者への個別訪問等の寄り添い支援を強化

【対象者】 生活困窮世帯、ひとり親家庭等
【内 容】 お米、レトルト食品、学用品、衛生用品等

新

新

Ⅰ 原油・物価高騰等に対する緊急対策

ポイント



新

ポイント

物価高騰等による児童・保護者への影響を軽減

新 学習費高騰緊急対策事業費 65百万円

○学びのセーフティネットの充実

物価高騰等による児童・保護者への影響を軽減するため、
市町村が取り組む緊急対策等への臨時的支援を実施

【想定例】 教材費や修学旅行・遠足で利用するバス代等の
値上げ分を補助

非正規雇用女性等緊急就労支援事業費 40百万円

コロナ禍により離職した非正規雇用女性等の就労を緊急支援

ポイント

非正規雇用から正規雇用への転換支援
就労を目指した短期雇用型研修（接遇、ＰＣ操作等）や社会人向けインターンシップに対する補助

新
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Ⅰ 原油・物価高騰等に対する緊急対策



新 原油価格・物価高騰等小規模事業緊急支援事業費 1,115百万円

小規模事業者等が行う省エネ対策や経営効率化の取組を緊急支援

ハード
対策

ソフト
対策

省エネに関するWEBセミナー、オンライン相談

新 物流拠点高度化・効率化推進事業費 110百万円

中小物流事業者のデジタル化を推進する取組を緊急支援

原油価格・物価高騰等への対応のための省エネ機器やシステム導入等
（上限500千円）

ポイント

（支援例） センサー付きエアコンの導入による経費削減 等

中小企業診断士等の専門家による経営相談

（支援例） 在庫・配送状況管理や受注・配送計画システムの導入

新

新

Ⅰ 原油・物価高騰等に対する緊急対策
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Ⅰ 原油・物価高騰等に対する緊急対策

ポイント

国際情勢により価格高騰している小麦等の安定供給体制を緊急確保

米から小麦等への緊急転換を支援

新 府内産小麦等転換促進緊急対策事業費 50百万円

新 府内産農林水産加工食品等緊急販売促進事業費 60百万円

ポイント

需要を拡大するため、府内産農林水産加工食品等の販売促進を緊急支援

ソフト

ハード

作付面積の拡大や生産性向上技術導入への支援

生産に必要な機械導入への支援

コロナ禍や原材料価格高騰の影響を受ける品目の販売機会の創出

首都圏向け

府 内 向 け

百貨店や高級スーパーでの販売フェア等の開催

「食の京都TABLE」等での販売促進活動への支援
7

新

新



Ⅰ 原油・物価高騰等に対する緊急対策

ポイント

燃油価格高騰の影響を受ける茶生産農家への緊急支援

茶生産農家が行う省エネ製茶機器の導入・設置への支援

新 宇治茶生産省エネ推進緊急対策事業費 100百万円

新 輸入飼料価格高騰対策緊急支援事業費 140百万円

ポイント

飼料価格高騰の影響を受ける畜産農家への緊急支援

（支援例） 燃焼効率の高い「ボイラー」、「バーナー」 等

畜産農家が行う経営強化・改善のための取組への支援

（支援例） 自給飼料生産のための機械導入、経営診断 等

ボイラー

ロールべーラー
牧草や稲の圧縮・梱包装置
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新
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Ⅱ あたたかい京都づくりの始動

～ 府民の命と健康を守り抜く安心の京都の構築 ～



（１）感染症対策の強化と医療・福祉基盤の充実

ポイント

産科医師の不足に対応するため、医療機関の連携強化により、
安心・安全に分娩ができる体制を構築

総合医師確保対策費 291百万円

安心・安全に分娩できるよう、
迅速な医療機関の連携を強化

地域病院 総合周産期Ｃ

オンライン

搬送が必要な場合でも、
事前の情報共有により直ちに医療処置

医療機関が患者情報を共有可能な妊産婦モニタリングシステムを導入

・ 総合周産期母子医療センターを核とし、
地域の中核病院や一般病院の妊産婦の状態をオンラインで共有

・ 診療支援・助言等による適切な医療処置が可能

10

新



（１）感染症対策の強化と医療・福祉基盤の充実

ポイント

迅速に感染症対応病床に転用が可能な病床整備等を促進

新興感染症対策強化事業費 500百万円

【感染症対応病床の確保】

【医療人材の育成】

感染症対応病床への迅速な転用が可能な施設・設備整備を支援

感染症への対応力の高い看護師等の養成

特別養護老人ホーム、医療施設等の整備に対する助成

社会福祉施設等整備助成費 1,665百万円
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新

拡



（２） 防災・減災、防犯対策の強化

新 災害時避難行動促進事業費 23百万円

ポイント

災害情報のオープン化により民間事業者の避難誘導アプリの開発を促進

住民の避難行動促進のため、避難誘導等の対策を強化

老朽化が著しく、耐震性も不足している舞鶴警察署の建替

現在の２庁舎（※）の運用から、庁舎を統合し事案対応能力を強化
※本庁舎…旧舞鶴西警察署、分庁舎…旧舞鶴東警察署

新 舞鶴警察署建設計画費 1百万円

ポイント

大規模水害等発生時の広域避難体制の構築に向けた検討を実施

12

新

新



（２） 防災・減災、防犯対策の強化

ポイント

企業や病院などの情報セキュリティ対策を強化

○ 情報管理セキュリティセミナーの開催、専門家の派遣

新 情報セキュリティあんしん対策事業費 67百万円

○ 中小企業、病院等の情報セキュリティ対策への支援

ネットトラブル対策充実強化費 7百万円

ポイント

小中学校への配備が完了したタブレット端末等を活用して、ネットトラブル対策教育を充実

児童・生徒・教員へのネットトラブル対策教育の充実

情報セキュリティ対策やサイバー攻撃を受けた場合の対応などを指導・助言

専門家の指導・助言に基づき行うセキュリティ対策への支援（上限１，０００千円）

教員に対してもネットトラブル対策講座を実施し、児童・生徒への指導に活用 13

新

拡
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Ⅱ あたたかい京都づくりの始動

～ 子育てにやさしく誰もが温もりを感じられる京都の実現 ～



（３） 子育て環境日本一・京都の実現

ポイント

子育て環境日本一の実現を加速化させるため、条例制定を検討

新 子育て環境日本一推進条例（仮称）検討費 15百万円

きょうと婚活応援センター強化事業費 22百万円

スポーツ観戦を通じた婚活イベント等の実施やAIマッチングシステムの導入

行政・府民・企業・団体等あらゆる主体の連携による取組を
推進することを盛り込んだ条例を検討

15

感染症や猛暑に対応できる環境整備のため府立学校の空調等を整備

府立学校教育環境整備事業費 170百万円

新

拡

拡



ポイント

（３） 子育て環境日本一・京都の実現

産学公連携による子育てにやさしい京都づくりをさらに強化

新 産学公連携 京都ﾏﾏ・ﾊﾟﾊﾟ応援ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（仮称）事業費 15百万円

京都府子育て環境日本一推進会議内に、プラットフォームを構築

子育てに役立つ新たな商品・サービスの創出

子育て関連商品・サービスと自治体・企業・ＮＰＯ等をマッチング
⇒実証・モニタリングによる普及促進、効果分析

赤ちゃんにやさしく、ママ・パパに役立つ
ものづくりやサービスづくりを推進

子育てにやさしい職場づくり宣言実践企業への就職を促進

ポイント

子育てにやさしい職場づくり宣言実践企業での中長期・有給の職場体験を支援

大学へのアウトリーチやイベントサイトによるマッチング支援等も実施
⇒実施中小企業における学生の受入準備、契約事務等もサポート

新 学生安心就職トライアル促進事業費 17百万円
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新

新



新

（４）府民の暮らしを温める共生社会づくり

生涯にわたって生きがいを持って働き続けられる人材を育成

ポイント

センターの支援対象をミドル・シニア層から、若者や女性向けに拡大

大学や産業界とともに、オール京都でリカレント教育を推進

産官学労連携によるリカレント教育の推進を図る
「京都府リカレント教育推進機構（仮称）」の設置

学び直しの機会を
全世代に

生涯現役クリエイティブセンター
生涯学び、働き続けることのできる社会の実現に向けた総合的な支援拠点

17

産業政策と雇用政策が一体となって、質の高い安定的な雇用を創出

京都の未来をつくる「DX人材育成・産業創発」ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業費 250百万円

京都府生涯現役クリエイティブセンター支援強化事業費 6百万円拡
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Ⅱ あたたかい京都づくりの始動

～ 夢（ゆめ）や希望にあふれる魅力と活力の京都の創造 ～



地域特性等を活かした新たな産業創造を行うリーディングゾーンを府内全域で構築

（５） 未来を拓く産業づくり

19

産業創造リーディングゾーン（仮称）構築事業費 292百万円

令和５年度のオープンに向けたプロジェクト組成やプレイベントの開催

海外ビジネス展開に向けたコーディネーター配置や新商品開発支援

芸術
技術

アート＆テクノロジー・ヴィレッジの推進

伝統産業の産地振興拠点の創出

各ゾーンの取組 ～各地の歴史、地域特性を活かした事業を展開～

伝統
産業

伝統産業の各産地における新事業創出や企業間連携を支援

府内１０ゾーン以上を展開予定 ⇒ 先行して６つのゾーンの取組を今回予算化

脱炭素関連スタートアップ企業の交流や技術導入検討を行う「ZET-summit」の開催等

脱炭素テクノロジーによる産業創出ゾーンZET-valleyの創出脱
炭素

新



（５） 未来を拓く産業づくり

産業創造リーディングゾーン（仮称）構築事業費（続き）

けいはんな学研都市でのスマートサービスの実装等を支援

フードテック（※）構想の具体化を図り、京もの食品のブランド力強化や新市場を創出

京都フードテック構想（仮称）の実現

デジタル技術を駆使したスマートシティの実現

コンテンツ産業の競争力強化を目指す太秦メディアパーク構想の実現コン
テンツ

スマート
ライフ

食
技術

コンテンツ産業関係者等が互いに学び合う人材育成拠点（※）の構築
※ 京都クロスメディア人材育成機構

（例）ウェアラブルデバイス等を活用したスマートライフサービス

※「食」×「テクノロジー」×「伝統・文化」の総合力により食を取り巻く課題を解決する取組

⇒各ゾーンの構想策定・企画立案や企業誘致・ネットワーク構築等を推進

全体のマネジメント

全庁的な推進体制の構築とともに、外部有識者によるアドバイザリーボードを設置

～リーディングゾーン間の連携と成果の府域展開を図る～

20



（５） 未来を拓く産業づくり

ポイント

観光産業で活躍する人材を育成するとともに、他団体との連携を強化

○ 他業種連携により新しい観光サービスを提供できる人材を育成

京都観光アカデミー（仮称）創設事業費 10百万円

地域の魅力を活かした観光振興事業費 17百万円

観光データの収集・分析による効果的な観光施策を展開

○ 他団体との連携による観光人材の育成強化

ポイント

地域と連携した観光データの収集・分析により
観光客の嗜好やニーズを把握し、効果的なマーケティングやプロモーションを展開

観光と他分野を掛け合わせることで新しい観光サービスを創出

経済団体や大学等が提供する研修を活用し、観光産業向けの人材育成メニューをオール京都で提供

21

持続可能な京都観光
を実現

新

拡



（５） 未来を拓く産業づくり

ポイント

産学公が連携した新たなブランド商品・サービスの創出

研究開発

サプライ
チェーン

産学公が連携した研究による新たな付加価値の創出

「生産」「加工」「流通・販売」の各段階における新たな価値の付加への支援

（取組例）良質な脂肪を増やす金あじ養殖技術の開発 等

海外輸出用冷凍高級弁当など、「京都プレミアム中食」の開発支援

林業・木材産業の振興による森林資源の循環利用の推進

ポイント

木材需給情報の共有システム導入による安定した取引体制の構築

京都府府内産木材の利用等の促進に関する条例に基づく利用促進
22

「京の木」循環利用総合対策事業費 80百万円

「京の食」ブランド総合戦略事業費 64百万円

拡

拡



新

（６） 文化首都･京都の発信強化

文化庁京都移転の機運醸成を図るため、効果的な広報等を実施

新 文化芸術発信強化事業費 60百万円

文化庁京都移転のスケジュール

■ R4.12月
新行政棟・文化庁移転施設竣工

■ R５.３月27日
文化庁業務開始（中核組織の移転）

※５月15日までに職員の大半が移転

23

京料理フェアの開催等、京料理の魅力を発信

無形文化財「京料理」魅力発信事業費 12百万円



（７） 環境との共生

再エネ施策等のさらなる展開により脱炭素化を加速

24

新 脱炭素社会実現加速化事業費 152百万円

再エネ

省エネ

次世代
エネルギー

⇒災害発生時には、発電した電力を一般利用に供与

ポイント

駐車場等の未利用地への太陽光発電設備等の導入を支援
（上限 5,000千円）

省エネ建築の設計知見等を有する「京都府ＺＥＢアドバイザー」

による建物の脱炭素化に向けた相談、助言等を実施

小型水素ステーション等の設置・導入を支援
（上限 15,000千円）

営農型太陽光発電設備導入の適地調査

新



多様化する移住ニーズに対応するため、地域の特性に応じた施策を推進

（８） 魅力ある地域づくり

新 「移住するなら京都」推進事業費 45百万円

ポイント

地域や移住者等の特性に応じた拠点整備を行う市町村を支援

振興局単位で先輩移住者ネットワークを構築し、受入体制を整備

インターンシップや地域企業等との交流により、地域就業・定着を促進

移住支援

「職」支援

25

新 大阪・関西万博構想検討費 10百万円

展示内容や府域での取組をオール京都で検討し、基本構想を策定

有識者や経済団体等、オール京都体制の検討会を設置
⇒京都府ブースにおける展示や府域への誘客促進策等の検討

ポイント

提供：2025年日本国際博覧会協会

新

新



（８） 魅力ある地域づくり
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新 京のジュニアスポーツアカデミー（仮称）創設調査検討費 1百万円

ポイント

新たなスポーツ活動の仕組みづくりに向けた調査検討を実施

地域の子どもたちが｢やりたい｣スポーツに親しみ楽しめる環境づくり

ポイント

府民が夜間にも利用できるよう設備整備

山城総合運動公園

亀岡運動公園

国際大会誘致につなげ、ハイレベルなスポーツを府民が体感

夜間照明新設、クラブハウス新設

夜間照明新設、更衣室等改修、フィールド改修

公立スポーツ施設の夜間照明設備、クラブハウス等を整備

新 スポーツ施設夜間照明等整備費 169百万円新

新



新

（８） 魅力ある地域づくり

学部・学科再編に対応したキャンパス整備に向けた

京都府立大学の施設整備基本計画を策定

新

ポイント

大学、企業、行政の連携により「学生のまち京都」の魅力を充実強化

府内大学と京都府・京都市等で構成する

京都府地域共創大学連携会議（仮称）を設置

推進
プラットフォーム

大学の取組
（支援例）

京都のまちの魅力発見・体験授業

企業と連携した社会問題等の研究

地域住民との交流活動・フィールドワーク など

大学・学生の力発揮推進事業費 44百万円

新生・府立大学構想推進費 45百万円

27



（９） 地域の成長・交流・暮らしを支える基盤整備

箇所例

地域づくりを支える交通基盤等の整備を推進

新 京都舞鶴港前島ふ頭旅客ターミナル建替調査費（公共事業の内数） 30百万円

新 府営住宅城南団地整備事業費（公共事業の内数） 44百万円

宇治田原山手線
（宇治田原町）

国道４２３号
法貴バイパス（亀岡市）

国道４２９号
榎峠バイパス（福知山市）

国道１７８号
（里波見～長江（宮津市））

道路整備等の公共事業 7,408百万円

28

新

新

拡



予算の規模
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予算の規模

令和４年度 現計予算

1,063,295百万円 令和４年度

補正後予算額

1,088,436百万円
令和４年度６月補正予算

25,141百万円



令和４年度６月補正予算の内訳

31

予算規模 ２５１億円台

２３０．９億円規模

（１） ３号補正（物価高騰等緊急対策）

（２） ４号補正（肉付け補正等）

２０．４億円規模

生活困窮世帯、ひとり親家庭、大学生等への支援

中小事業者・農業者の省エネ・経営効率化支援 など

感染症対策の強化や医療・福祉基盤の充実、防災対策の強化

（主な内容）

子育て環境日本一条例（仮称）の検討、雇用対策

産業創造ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｿﾞｰﾝ（仮称）の構築、文化振興、地域づくり など


